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評

國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
編
・
阪
本
是

丸
責
任
編
集

『
昭
和
前
期
の
神
道
と
社
会
』

昆

野

伸

幸

一

　

敗
戦
に
至
る
ま
で
の
昭
和
の
戦
前
期
、
と
り
わ
け
国
体
明
徴
運
動

以
降
の
昭
和
十
年
代
は
、
社
会
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
国
体
論
が
浸
潤

し
た
時
期
と
い
え
る
。
と
り
あ
え
ず
国
体
論
を
、
日
本
の
独
自
性
を

万
世
一
系
の
皇
統
に
求
め
、
ア
マ
テ
ラ
ス
が
皇
孫
に
与
え
た
い
わ
ゆ

る
天
壌
無
窮
の
神
勅
に
代
表
さ
れ
る
神
代
の
伝
統
と
、
歴
史
を
一
貫

し
て
変
わ
ら
ぬ
国
民
の
天
皇
に
対
す
る
忠
誠
心
と
が
「
国
体
」
を
支

え
て
き
た
と
強
調
す
る
議
論
だ
と
捉
え
れ
ば
、
近
代
の
神
道
論
と
国

体
論
と
は
十
分
な
接
点
を
も
つ
。
実
際
、
こ
れ
ま
で
村
上
重
良
『
国

家
神
道
』（
一
九
七
〇
年
）
に
代
表
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
「
広
義
の
国
家

神
道
」
論
は
、
国
体
論
を
「
国
家
神
道
」
の
重
要
な
構
成
要
素
と
見

な
し
て
き
た
。
し
か
し
、『
国
家
神
道
』
は
、「
国
家
神
道
」
の
復
活

を
阻
止
せ
ん
と
す
る
一
九
六
〇
年
代
に
お
け
る
村
上
氏
の
課
題
意
識

を
踏
ま
え
た
問
題
史
的
著
作
で
も
あ
り
、
実
証
的
に
は
も
は
や
通
用

し
な
い
点
も
少
な
く
な
い
。
村
上
「
国
家
神
道
」
論
を
批
判
的
に
継

承
し
た
島
薗
進
『
国
家
神
道
と
日
本
人
』（
二
〇
一
〇
年
）
も
、
村
上

氏
が
最
も
こ
だ
わ
っ
た
肝
心
の
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
」（
昭
和
六
～
二
〇

年
）
の
叙
述
が
不
足
す
る
と
い
う
転
倒
ぶ
り
を
示
し
て
お
り
、
極
端

な
話
、
当
該
期
の
「
国
家
神
道
」
像
と
し
て
は
、
神
社
参
拝
の
強
制

に
示
さ
れ
る
よ
う
な
個
人
の
内
面
的
自
由
へ
の
抑
圧
の
激
化
が
想
起

さ
れ
る
程
度
で
、
実
は
「
昭
和
前
期
」（
昭
和
元
～
二
〇
年
）
に
お
け

る
神
道
・
神
社
の
実
像
や
社
会
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
十

分
な
実
証
的
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
と
は
い
い
が
た
い
。

　

こ
れ
に
対
し
、
い
わ
ゆ
る
「
狭
義
の
国
家
神
道
」
研
究
に
お
い
て

は
、
神
社
神
道
や
神
社
政
策
が
優
先
的
な
分
析
対
象
と
な
り
、
国
体

論
の
み
な
ら
ず
、
皇
室
神
道
や
「
右
翼
在
野
神
道
」（
葦
津
珍
彦
）
と

い
っ
た
主
に
大
正
期
以
降
に
新
た
な
展
開
を
示
す
要
素
は
あ
く
ま
で

第
二
義
的
な
検
討
対
象
に
と
ど
ま
っ
て
き
た
。
そ
の
た
め
も
あ
っ
て

か
、
こ
れ
ま
で
「
狭
義
の
国
家
神
道
」
研
究
は
ほ
ぼ
明
治
期
を
取
扱

い
、
大
正
・
昭
和
期
に
ま
で
そ
の
検
討
対
象
を
広
げ
る
こ
と
は
あ
ま

り
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
結
果
と
し
て
狭
義
で
あ
ろ
う
と
広
義
で
あ

ろ
う
と
「
国
家
神
道
」
を
研
究
す
る
う
え
で
間
違
い
な
く
重
要
な
神

祇
院
に
対
し
て
す
ら
先
行
研
究
は
少
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
近
年
で
は
、
大
正
・
昭
和
期
に
お
け
る
神
道
の
諸
相
に
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対
す
る
関
心
が
高
ま
り
、
こ
れ
ま
で
近
代
神
道
研
究
と
は
あ
ま
り
接

点
を
も
た
な
か
っ
た
国
体
論
研
究
と
「
国
家
神
道
」
研
究
が
交
錯
し

つ
つ
あ
る
、
興
味
深
い
展
開
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
潮
流
を

力
強
く
牽
引
す
る
諸
氏
が
執
筆
者
と
し
て
参
加
し
、
当
該
分
野
の
第

一
人
者
で
あ
る
阪
本
是
丸
氏
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
の
が
本
書

『
昭
和
前
期
の
神
道
と
社
会
』
で
あ
る
。

二

　

本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
論
文
題
目
の
あ
と
の
丸
数
字

は
評
者
に
よ
る
）。

序	

阪
本
是
丸

昭
和
戦
前
期
の
「
神
道
と
社
会
」
に
関
す
る
素
描

―
神
道
的

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
用
語
を
軸
に
し
て
（
①
）	

阪
本
是
丸

　

第
一
部

照
本
亶
と
『
皇
国
』

―
大
正
期
・
昭
和
初
期
の
神
社
人
の
言

説
（
②
）	

藤
本
頼
生

河
野
省
三
の
時
代
認
識
と
神
道
学
構
想
（
③
）	

高
野
裕
基

今
泉
定
助
の
思
想
と
皇
道
発
揚
運
動
（
④
）	

武
田
幸
也

葦
津
珍
彦
小
論

―
昭
和
初
期
に
お
け
る
一
神
道
青
年
の
軌
跡

（
⑤
）	

藤
田
大
誠

天
野
辰
夫
の
天
皇
観
・
神
道
観
に
つ
い
て
（
⑥
）	

東
郷
茂
彦

星
野
輝
興
・
弘
一
の
神
道
学
説
を
め
ぐ
っ
て
（
⑦
）	

神
杉
靖
嗣

難
波
田
春
夫
の
国
体
論

―
戦
時
経
済
論
と
記
紀
神
話
解
釈

（
⑧
）	

菅　

浩
二

藤
澤
親
雄
の
国
体
論

―
戦
前
期
を
中
心
に
（
⑨
）	

上
西　

亘

大
串
兎
代
夫
の
帝
国
憲
法
第
三
十
一
条
解
釈
と
御
稜
威
論

（
⑩
）	

宮
本
誉
士

武
田
祐
吉
の
学
問
態
度
と
〈
万
葉
精
神
〉（
⑪
）	

渡
邊　

卓

萩
原
龍
夫
と
国
民
精
神
文
化
研
究
所
・
教
学
錬
成
所
（
⑫
）

	

大
東
敬
明

真
宗
僧
侶
伊
藤
義
賢
の
神
道
論
（
⑬
）	

戸
浪
裕
之

神
道
神
学
者
・
小
野
祖
教
の
誕
生
（
⑭
）	

赤
澤
史
朗

　

第
二
部

神
社
行
政
に
お
け
る
「
国
家
ノ
宗
祀
」（
⑮
）	

河
村
忠
伸

埼
玉
県
神
職
会
と
氏
子
崇
敬
者
総
代
会
に
つ
い
て
（
⑯
）

	

半
田
竜
介

戦
中
期
に
お
け
る
皇
典
講
究
所
祭
祀
審
議
会
の
活
動
（
⑰
）

	

齊
藤
智
朗

戦
時
期
村
役
場
文
書
に
み
る
無
格
社
整
理

―
新
潟
県
矢
代

村
・
上
郷
村
を
事
例
に
（
⑱
）	

畔
上
直
樹

二
・
二
六
事
件
と
「
八
紘
一
宇
」

―
道
義
性
と
政
治
性
の
分

岐
点
（
⑲
）	

黒
岩
昭
彦

海
外
に
お
け
る
日
本
神
話
研
究

―
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
の
視
点
か

ら
（
⑳
）	

平
藤
喜
久
子
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戦
時
期
の
国
語
世
界
化
と
国
学
（
㉑
）	

川
島
啓
介

軍
学
校
に
お
け
る
校
内
神
社
の
創
建
と
そ
の
役
割
（
㉒
）

	

坂
井
久
能

陸
軍
に
お
け
る
戦
場
慰
霊
と
「
英
霊
」
観
（
㉓
）	

中
山　

郁

「
国
家
神
道
」
と
特
別
高
等
警
察
（
㉔
）	

小
島
伸
之

あ
と
が
き	

宮
本
誉
士

年
表

　

本
書
は
、
第
一
部
に
人
物
・
思
想
を
扱
っ
た
論
文
、
第
二
部
に
制

度
・
組
織
を
扱
っ
た
論
文
を
収
め
た
、
総
勢
二
四
名
の
執
筆
者
か
ら

な
る
大
部
の
論
文
集
で
あ
る
。
以
下
、
内
容
の
紹
介
を
行
い
た
い
が
、

紙
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
過
不
足
の
な
い
精
確
な
全
体
の
要
約
は

断
念
し
、
各
論
文
に
お
い
て
評
者
に
興
味
深
く
思
わ
れ
た
点
を
中
心

に
ご
く
簡
単
に
ま
と
め
た
い
。

　

ま
ず
「
序
」
で
は
、「
昭
和
前
期
」（
戦
前
・
戦
中
期
）
に
お
け
る

神
道
と
社
会
と
の
関
係
性
を
実
証
的
に
説
明
す
る
研
究
の
欠
如
を
指

摘
し
た
う
え
で
、
当
該
期
の
「
神
道
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
の
言
論
に

関
す
る
多
様
な
人
物
や
組
織
の
具
体
的
事
例
に
即
し
て
、
個
別
的
か

つ
総
体
的
に
捉
え
る
と
い
う
本
書
の
問
題
意
識
を
示
す
。
①
は
、
本

書
全
体
の
総
論
に
当
た
り
、「
神
道
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
や
そ
の
用

語
（「
天
壌
無
窮
」「
祭
政
一
致
」「
皇
道
」
等
）
が
、
満
洲
事
変
以
降
の

時
勢
を
背
景
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
社
会
に
広
が
る
と
と
も
に
、
日
本

「
国
内
」
限
定
の
も
の
か
ら
「
普
遍
」
的
価
値
を
も
つ
も
の
へ
と
拡

大
し
た
と
論
じ
る
。
②
は
、
全
国
神
職
会
の
機
関
誌
『
皇
国
』
に
て

長
期
間
主
筆
（
編
輯
主
任
）
を
務
め
た
照
本
金
川
こ
と
照
本
亶
を
取

り
上
げ
、『
全
国
神
職
会
会
報
』
以
来
の
機
関
誌
の
変
遷
を
踏
ま
え

た
う
え
で
、
と
く
に
彼
の
社
会
主
義
に
対
す
る
考
え
を
明
ら
か
に
し

た
。
③
は
、
埼
玉
県
の
神
職
、
神
道
学
者
の
河
野
省
三
を
取
り
上
げ
、

彼
の
神
道
学
研
究
の
背
景
に
は
、
独
自
の
問
題
意
識
（
神
職
が
学
問
し
、

人
格
を
修
養
す
る
こ
と
で
神
社
・
敬
神
の
意
義
が
高
ま
る
）
が
あ
っ
た
こ

と
を
指
摘
し
た
。
④
は
、
神
道
界
の
「
大
御
所
」
今
泉
定
助
が
内
務

省
流
の
「
神
社
非
宗
教
論
」
を
批
判
し
、
神
社
祭
祀
に
精
神
性
を
付

与
す
べ
く
様
々
な
活
動
を
展
開
し
、
皇
道
論
を
説
い
た
も
の
の
、
そ

の
社
会
的
広
が
り
は
限
定
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
⑤
は
、

戦
後
神
社
界
に
大
き
な
影
響
力
を
も
っ
た
神
道
思
想
家
の
葦
津
珍
彦

が
昭
和
七
年
、
社
会
主
義
と
訣
別
し
た
後
、
国
家
改
造
を
志
す
改
造

日
本
社
周
辺
の
青
年
同
志
と
交
わ
っ
た
さ
ま
を
解
明
し
た
。
⑥
は
、

昭
和
八
年
七
月
、
神
兵
隊
事
件
の
総
帥
を
務
め
た
天
野
辰
夫
の
人
物

像
と
思
想
形
成
に
着
目
し
、
彼
が
上
杉
慎
吉
の
影
響
を
受
け
、
我
の

存
在
を
「
民
族
我
」
と
捉
え
つ
つ
、「
皇
道
」
を
唱
え
、
戦
後
も
持

論
を
堅
持
し
た
こ
と
を
論
じ
た
。
⑦
は
、
昭
和
一
七
年
、
神
典
擁
護

運
動
に
よ
っ
て
排
撃
さ
れ
た
宮
内
省
掌
典
の
星
野
輝
興
と
そ
の
子
息

弘
一
の
神
道
説
が
、
今
泉
定
助
と
異
な
り
、
造
化
三
神
を
否
定
し
、

ア
マ
テ
ラ
ス
の
至
高
性
を
説
く
も
の
で
あ
り
、
政
府
に
一
時
的
に
利

用
さ
れ
た
こ
と
、
星
野
説
を
最
も
徹
底
的
に
批
判
し
た
松
永
材
の
論
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理
を
明
ら
か
に
し
た
。
⑧
は
、
経
済
学
者
の
難
波
田
春
夫
の
主
著

『
国
家
と
経
済
』
全
五
巻
に
即
し
て
、
彼
が
経
済
一
般
か
ら
日
本
の

特
殊
条
件
を
見
つ
け
る
た
め
、『
古
事
記
』
を
中
心
に
古
典
を
学
び
、

国
体
の
問
題
に
行
き
着
い
た
と
論
じ
る
。
⑨
は
、
大
国
隆
正
の
影
響

を
受
け
た
政
治
学
者
・
藤
澤
親
雄
の
皇
道
論
に
注
目
し
、
彼
が
「
超

古
代
文
献
」
を
引
用
し
、
日
本
に
よ
る
全
世
界
統
治
を
主
張
す
る
も
、

批
判
を
受
け
て
偽
史
か
ら
訣
別
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
⑩
は
、

カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
学
説
に
触
発
さ
れ
、「
非
常
大
権
論
」
を

構
築
し
た
憲
法
学
者
・
大
串
兎
代
夫
が
、「
稜
威
」
論
を
背
景
に
天

皇
親
政
を
説
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
⑪
は
、
国
文
学
者
・
武

田
祐
吉
の
台
湾
で
の
講
義
録
『
万
葉
に
顕
現
せ
る
日
本
精
神
』（
昭

和
一
二
年
）
と
、
そ
の
改
訂
版
『
万
葉
精
神
』
上
巻
（
昭
和
一
八
年
）、

『
万
葉
自
然
』（
昭
和
二
一
年
）
と
を
比
較
し
、
基
本
的
に
大
き
な
変

化
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
⑫
は
、
国
民
精
神
文
化
研
究

所
嘱
託
と
し
て
神
道
大
系
編
纂
に
従
事
し
た
萩
原
龍
夫
が
、
松
本
彦

次
郎
、
肥
後
和
男
の
影
響
の
も
と
中
世
神
道
研
究
を
行
い
、
の
ち
民

俗
学
の
研
究
法
の
重
要
性
に
気
付
い
て
い
く
過
程
を
描
い
た
。
⑬
は
、

真
宗
本
願
寺
派
の
学
僧
・
伊
藤
義
賢
が
、
島
地
黙
雷
以
来
の
「
神
道

非
宗
教
」
論
の
系
譜
に
立
ち
、
祭
神
を
「
宗
教
的
」
な
も
の
と
み
る

《
旧
神
明
観
》
を
批
判
し
、「
道
徳
的
」
に
捉
え
る
《
新
神
明
観
》
へ

の
転
換
を
唱
え
た
こ
と
を
解
明
し
た
。
⑭
は
、
敗
戦
後
、
神
社
本
庁

の
教
学
を
代
弁
す
る
こ
と
に
な
る
小
野
祖
教
の
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
」

の
言
説
に
注
目
し
、
彼
が
哲
学
的
な
新
た
な
神
道
理
論
を
打
ち
立
て

よ
う
と
す
る
と
と
も
に
、
斬
新
な
神
社
再
生
案
を
提
示
す
る
も
の
の
、

徐
々
に
日
本
主
義
的
な
方
向
に
転
向
し
て
い
く
さ
ま
を
明
ら
か
に
し

た
。

　

⑮
は
、「
国
家
ノ
宗
祀
」
の
意
図
す
る
神
社
の
国
家
管
理
が
大
正

期
ま
で
に
制
度
化
が
な
さ
れ
た
も
の
の
、
神
社
関
係
者
は
さ
ら
に
神

社
の
本
質
追
究
を
求
め
た
た
め
、
神
祇
院
で
は
調
査
・
監
督
の
機
能

が
強
化
さ
れ
た
と
論
じ
た
。
⑯
は
、
明
治
四
四
年
に
結
成
さ
れ
た
埼

玉
県
神
職
会
が
神
社
由
緒
調
査
に
取
り
組
み
、
敬
神
思
想
涵
養
に
努

め
る
と
と
も
に
、
郡
単
位
で
結
成
さ
れ
て
い
く
氏
子
崇
敬
者
総
代
会

と
連
携
し
て
様
々
な
活
動
を
展
開
し
て
い
っ
た
こ
と
を
解
明
し
た
。

⑰
は
、
昭
和
一
六
年
八
月
、
祭
政
一
致
の
具
現
化
の
た
め
、
祭
祀
の

本
義
の
解
明
を
目
的
に
皇
典
講
究
所
に
設
置
さ
れ
た
祭
祀
審
議
会
が
、

宮
中
祭
祀
・
神
宮
祭
祀
・
神
社
祭
祀
の
統
一
と
い
う
祭
祀
全
般
を
含

め
た
神
祇
行
政
の
統
一
を
志
向
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
⑱
は
、
神

祇
院
の
無
格
社
整
理
政
策
が
戦
争
末
期
で
す
ら
十
分
政
策
実
現
が
可

能
だ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
実
際
に
実
現
寸
前
の
段
階

に
あ
っ
た
も
の
の
、
敗
戦
後
神
祇
院
の
廃
止
に
よ
っ
て
、
全
体
と
し

て
は
何
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
見
え
て
い
る
だ
け
で
は
な
い
か
と

問
題
提
起
を
行
っ
た
。
⑲
は
、
二
・
二
六
事
件
の
当
事
者
・
関
係
者

（
石
原
莞
爾
・
相
川
勝
六
・
平
泉
澄
）
の
思
想
を
分
析
し
、
元
々
「
道
義

性
」
を
多
分
に
含
む
「
八
紘
一
宇
」
が
二
・
二
六
事
件
を
契
機
に
戦



書　　評（昆野）251

争
用
語
と
し
て
の
「
政
治
性
」
を
増
し
て
い
っ
た
こ
と
を
論
じ
た
。

⑳
は
、「
フ
ァ
シ
ズ
ム
期
」（
一
九
二
〇
年
代
～
一
九
四
五
年
）
に
お
け

る
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
・
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ

ア
・
イ
タ
リ
ア
で
の
日
本
神
話
研
究
に
つ
い
て
、
地
域
ご
と
の
特
徴

を
述
べ
る
と
と
も
に
、
キ
リ
ス
ト
教
関
係
者
に
よ
る
研
究
が
多
い
こ

と
を
指
摘
し
た
。
㉑
は
、
山
田
孝
雄
・
松
尾
捨
治
郎
・
時
枝
誠
記
・

島
田
春
雄
、
志
田
延
義
ら
国
語
簡
易
化
に
反
対
し
た
学
者
（「
国
学
」

者
）
の
国
語
観
を
分
析
し
た
。
㉒
は
、
陸
海
軍
諸
学
校
に
設
け
ら
れ

た
校
内
神
社
を
取
り
上
げ
、
そ
の
多
く
が
昭
和
十
年
代
の
時
期
に
集

中
し
て
創
建
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
創
建
の
目
的
は
主
に
精
神
教
育
と

さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
㉓
は
、
戦
時
期
に
お
け
る
前
線
で

の
陸
軍
部
隊
の
慰
霊
の
諸
相
を
検
討
し
、「
英
霊
」
が
部
隊
に
と
っ

て
戦
死
者
の
霊
魂
と
そ
れ
が
宿
っ
て
い
る
モ
ノ
（
遺
体
や
遺
骨
な
ど
）

を
指
す
の
で
あ
り
、「
英
霊
」
即
ち
「
神
」
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘

し
た
。
㉔
は
、
特
別
高
等
警
察
に
よ
る
宗
教
取
締
は
、
立
憲
君
主
制

や
総
力
戦
体
制
の
守
護
を
目
的
と
す
る
「
世
俗
的
」
性
格
が
基
調
で

あ
り
、
神
社
神
道
を
基
体
と
し
た
「
国
家
神
道
」
と
は
本
来
関
係
な

い
と
論
じ
た
。

三

　

本
書
の
特
長
と
し
て
第
一
に
挙
げ
る
べ
き
は
、
目
次
を
一
瞥
す
る

だ
け
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
極
め
て
幅
広
い
、
世
代
の
異
な
る
人

物
と
多
様
な
制
度
・
組
織
を
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
河
野

省
三
、
今
泉
定
助
、
星
野
輝
興
、
小
野
祖
教
、
県
神
職
会
、
皇
典
講

究
所
、
軍
施
設
の
校
内
神
社
と
い
っ
た
、
近
代
の
神
道
・
神
社
を
考

察
す
る
う
え
で
は
不
思
議
で
な
い
、
む
し
ろ
当
然
と
も
い
い
う
る
人

物
・
組
織
の
み
な
ら
ず
、
難
波
田
春
夫
、
藤
澤
親
雄
、
大
串
兎
代
夫

ら
社
会
科
学
者
、
武
田
祐
吉
、
時
枝
誠
記
ら
国
語
・
国
文
学
者
、
天

野
辰
夫
ら
右
翼
、
二
・
二
六
事
件
当
事
者
、
伊
藤
義
賢
の
よ
う
な
真

宗
僧
侶
な
ど
神
話
や
祭
祀
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
知
識
人
・
軍

人
・
宗
教
家
や
、
戦
場
慰
霊
、
特
別
高
等
警
察
と
い
っ
た
制
度
・
組

織
が
検
討
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
島
薗
進
氏
は
「
確
か
に
田

中
智
学
の
よ
う
に
仏
教
と
国
体
思
想
を
結
び
付
け
た
論
者
や
、
近
代

政
治
思
想
や
法
思
想
に
儒
教
的
な
理
念
や
国
体
思
想
を
結
び
付
け
た

論
者
も
い
る
。
そ
れ
ら
す
べ
て
が
、
国
家
神
道
の
言
説
だ
と
す
る
必

要
は
な
い
」（
島
薗
進
「
阪
本
是
丸
編
『
国
家
神
道
再
考

―
祭
政
一
致
国

家
の
形
成
と
展
開
』」『
宗
教
研
究
』
八
一
巻
二
輯
、
二
〇
〇
七
年
九
月
、
二

七
四
頁
）
と
断
言
し
た
が
、
本
書
で
は
「
広
義
の
国
家
神
道
」
か
ら

さ
え
除
外
さ
れ
た
藤
澤
・
大
串
の
よ
う
な
政
治
思
想
・
法
学
者
が
検

討
の
俎
上
に
の
せ
ら
れ
る
一
方
、
他
方
で
は
む
し
ろ
神
社
や
神
職
と

い
っ
た
定
番
の
存
在
を
分
析
対
象
と
す
る
論
文
の
ほ
う
が
少
な
い
の

で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
対
象
の
幅
広
い
選
択
自
体
が
、
近
代
の
神
道
＝
国
家

管
理
さ
れ
た
神
社
神
道
（
＝
「
狭
義
の
国
家
神
道
」）
と
捉
え
、
そ
こ
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で
自
足
し
て
し
ま
う
単
純
な
見
方
を
排
し
、
近
代
の
、
と
く
に
「
昭

和
前
期
」
の
神
道
の
も
つ
多
様
で
豊
か
な
諸
相
を
ま
ず
は
具
体
的
事

例
に
即
し
て
実
証
的
に
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
本
書
の
基
本
的
態

度
を
明
瞭
に
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
本
書
で
取
り
上
げ
ら
れ
た

神
社
・
神
職
・
神
祇
院
施
策
を
め
ぐ
る
分
析
に
し
て
も
、「
無
精
神

な
、
世
俗
合
理
主
義
」「
無
気
力
に
し
て
無
能
」（
葦
津
珍
彦
『
新
版

　

国
家
神
道
と
は
何
だ
っ
た
の
か
』
神
社
新
報
社
、
二
〇
〇
六
年
、
一
七
〇

頁
）
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
打
破
、
あ
る
い
は
再
考
を
迫
る
成
果
を
生

み
出
し
て
い
る
。

　

本
書
の
責
任
編
集
者
・
阪
本
是
丸
氏
は
、
か
つ
て
自
身
の
研
究
を

「
宗
教
行
政
と
い
う
観
点
か
ら
問
題
を
と
ら
え
る
」「
狭
い
国
家
神
道

概
念
」
に
よ
る
も
の
だ
と
批
判
し
た
島
薗
氏
に
対
し
て
「「
宗
教
行

政
と
い
う
観
点
」
の
み
で
「
国
家
神
道
」
研
究
は
必
要
十
分
で
あ
る

と
い
う
こ
と
と
、「
国
家
神
道
」
を
研
究
す
る
に
は
、
ま
さ
に
字
義

通
り
「
国
家
の
神
道
（
宗
教
）
政
策
・
行
政
」
を
研
究
の
始
点
に
据

え
る
こ
と
が
研
究
上
の
十
分
で
は
な
い
が
、
最
低
限
の
必
要
条
件
で

あ
る
、
と
の
「
観
点
」
か
ら
す
る
研
究
と
は
厳
密
な
区
別
が
な
さ
れ

て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」（
阪
本
是
丸
『
近
代
の
神
社
神
道
』
弘
文
堂
、

二
〇
〇
五
年
、
一
九
三
頁
）
と
反
論
し
て
い
る
。
本
書
の
執
筆
者
の
一

人
で
あ
る
藤
田
大
誠
氏
も
、
島
薗
『
国
家
神
道
と
日
本
人
』
刊
行
以

前
、
自
身
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
、「
神
社
非
宗
教
論
」
が
確
立

し
、
明
治
三
三
年
に
内
務
省
神
社
局
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
を
以
て

「
国
家
神
道
」
の
成
立
と
見
な
す
捉
え
方
を
「「
必
要
十
分
条
件
」
と

し
て
で
は
な
く
、
最
低
限
の
「
必
要
条
件
」
と
し
て
考
え
る
（
所
謂

「
狭
義
の
国
家
神
道
」）。
そ
の
上
で
、（
中
略
）
島
薗
進
の
議
論
を
踏
ま

え
、「
狭
義
の
国
家
神
道
」
と
「
広
義
の
国
家
神
道
」
に
含
ま
れ
る

諸
要
素
と
の
「
境
界
線
」
を
常
に
意
識
し
、
国
家
管
理
さ
れ
た
神
社

神
道
そ
れ
自
体
の
「
包
括
的
拡
大
志
向
」
に
も
十
分
留
意
し
つ
つ
、

諸
要
素
の
相
互
関
係
を
含
め
た
歴
史
的
経
緯
や
そ
の
管
轄
の
相
違
な

ど
に
十
分
留
意
し
て
、「
国
家
神
道
」
の
制
度
と
思
想
・
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
を
再
検
討
す
る
と
い
う
も
の
」（
藤
田
大
誠
「
国
家
神
道
と
靖
国
神

社
に
関
す
る
一
考
察

―
近
代
神
道
に
お
け
る
慰
霊
・
追
悼
・
顕
彰
の
意
味
」

國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
編
『
慰
霊
と
顕
彰
の
間

―
近
現
代

日
本
の
戦
死
者
観
を
め
ぐ
っ
て
』
錦
正
社
、
二
〇
〇
八
年
、
四
一
頁
）
と
説

明
し
て
い
た
が
、
本
書
は
ま
さ
に
か
か
る
視
点
が
実
現
さ
れ
た
具
体

的
・
実
証
的
成
果
と
い
え
る
。
制
度
と
思
想
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
の

両
面
を
分
析
し
た
本
書
は
、
ま
さ
に
「
狭
義
の
国
家
神
道
」
を
踏
み

越
え
た
も
の
で
あ
り
、
本
書
の
刊
行
を
以
て
「
国
家
神
道
」
研
究
は

新
た
な
段
階
に
至
っ
た
と
い
え
る
。
今
後
阪
本
氏
ら
の
立
場
を
単
純

に
「
狭
義
の
国
家
神
道
」
論
を
代
表
す
る
も
の
と
理
解
す
る
よ
う
な

安
易
な
研
究
史
整
理
の
仕
方
は
厳
に
慎
ま
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

ま
た
本
書
に
お
け
る
第
二
の
特
長
は
、
従
来
必
ず
し
も
研
究
の
蓄

積
が
多
く
な
か
っ
た
「
昭
和
前
期
」
の
時
期
に
焦
点
を
当
て
て
、
神

道
の
諸
相
を
実
証
的
に
論
じ
た
点
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
様
々
な
新
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し
い
知
見
や
刺
激
的
な
問
題
提
起
が
示
さ
れ
、
当
該
分
野
に
お
け
る

研
究
水
準
を
格
段
に
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
の
研
究
の
方
向

性
に
も
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
く
に
⑱
が
提
起

し
た
神
祇
院
施
策
の
評
価
は
、
藤
田
大
誠
氏
を
し
て
「
最
早
「
国
家

神
道
」
の
語
に
拘
泥
す
る
こ
と
な
く
、
改
め
て
共
有
し
得
る
議
論
の

〈
土
台
〉
を
構
築
す
る
し
か
な
い
」（
藤
田
大
誠
「「
国
家
神
道
」
概
念
の

有
効
性
に
関
す
る
一
考
察

―
島
薗
進
著
『
国
家
神
道
と
日
本
人
』
の
書
評

を
通
し
て
」『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
』
復
刊
四
八
号
、
二
〇
一
一
年
、

三
〇
一
頁
）
と
言
わ
し
め
て
い
る
、
狭
義
か
広
義
か
と
い
っ
た
二
項

対
立
的
な
見
方
で
争
い
が
ち
な
「
国
家
神
道
」
研
究
の
や
や
不
毛
な

現
状
を
こ
え
て
、
閉
塞
し
つ
つ
あ
る
研
究
状
況
に
重
要
な
一
石
を
投

じ
る
も
の
で
あ
り
、
共
通
の
〈
土
台
〉
の
構
築
に
つ
な
が
る
生
産
的

な
論
争
が
今
後
活
発
に
生
じ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

そ
し
て
、
あ
わ
せ
て
留
意
す
べ
き
は
、
本
書
が
「
昭
和
前
期
」
を

直
接
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
当
然
と
し
て
も
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、

昭
和
後
期
（
敗
戦
後
）
の
流
れ
も
あ
る
程
度
視
野
に
入
れ
て
論
じ
て

い
る
点
で
あ
る
。
本
書
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
葦
津
珍
彦
、
萩
原
龍

夫
、
小
野
祖
教
な
ど
比
較
的
若
い
世
代
は
、
む
し
ろ
「
昭
和
前
期
」

よ
り
も
昭
和
後
期
（
敗
戦
後
）
の
ほ
う
が
重
要
な
活
動
を
し
た
と
い

え
よ
う
し
、
ま
た
戦
後
も
持
論
を
堅
持
し
た
天
野
辰
夫
ら
右
翼
活
動

家
、
戦
前
の
ウ
ィ
ー
ン
学
派
の
研
究
を
戦
後
再
評
価
し
た
岡
正
雄
ら

民
族
学
者
、
一
部
戦
後
も
生
き
残
っ
た
校
内
神
社
な
ど
の
本
書
の
示

す
知
見
を
踏
ま
え
れ
ば
、
神
道
を
め
ぐ
る
「
昭
和
前
期
」
と
戦
後
と

の
関
係
は
複
雑
で
、
画
一
的
な
理
解
は
で
き
な
い
こ
と
が
う
か
が
え

る
。

　

こ
の
点
を
踏
ま
え
れ
ば
、
㉔
を
例
外
と
し
て
明
示
的
で
は
な
い
が
、

先
に
述
べ
た
第
一
の
特
長
と
も
相
ま
っ
て
、
本
書
に
は
「
狭
義
の
国

家
神
道
」
論
を
批
判
し
、
戦
後
に
お
け
る
「
広
義
の
国
家
神
道
」
の

存
続
を
説
く
島
薗
「
国
家
神
道
」
論
に
対
す
る
強
烈
な
批
判
が
内
包

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

四

　

本
書
は
多
く
の
貴
重
な
指
摘
や
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
が
、
大
人

数
に
よ
る
論
文
集
の
常
と
し
て
、
最
低
限
の
共
通
了
解
を
除
け
ば
、

か
な
り
多
様
な
見
解
が
提
示
さ
れ
て
い
る
し
、
概
念
や
用
語
の
意
味

内
容
が
執
筆
者
の
間
で
厳
密
に
統
一
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
よ

う
で
あ
る
。
国
体
論
と
神
道
論
と
の
関
係
、
ま
た
神
道
と
「
国
学
」

と
の
関
係
な
ど
は
ど
う
し
て
も
気
に
な
る
し
、
ま
た
個
別
の
論
文
ご

と
に
疑
問
を
抱
く
点
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
割
愛
し
、

あ
く
ま
で
本
書
全
体
に
関
わ
る
点
に
つ
い
て
少
々
無
い
物
ね
だ
り
を

し
て
み
た
い
。

　

そ
の
要
望
は
、
先
述
し
た
二
つ
の
特
長
の
裏
返
し
と
し
て
、
本
書

に
お
い
て
は
基
本
的
に
多
様
な
人
物
、
組
織
が
個
別
論
文
ご
と
に
分

散
さ
れ
た
う
え
で
、
主
に
「
昭
和
前
期
」
の
時
期
を
対
象
に
し
て
検
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討
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
起
因
す
る
。
も
ち
ろ
ん
ま
ず
は
個
別
実
証
に

徹
す
る
と
い
う
本
書
全
体
の
方
針
は
理
解
で
き
る
も
の
の
、
や
は
り

こ
れ
ら
の
個
別
事
例
を
「
昭
和
前
期
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、
よ
り
大
き

な
近
代
神
道
史
の
流
れ
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
と
い
う
困
難
な
作
業

に
対
す
る
見
通
し
を
期
待
し
て
し
ま
う
。
と
い
う
の
も
、
本
書
は

「
昭
和
前
期
」
の
時
期
を
対
象
と
し
つ
つ
も
、
本
書
に
収
め
ら
れ
た

い
く
つ
か
の
論
文
を
読
め
ば
、
む
し
ろ
大
正
期
の
重
要
性
・
画
期
性

も
ま
た
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
た
め
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
今
泉
や
星

野
ら
の
思
想
は
、
大
正
期
に
新
し
い
展
開
を
示
し
て
お
り
、「
昭
和

前
期
」
に
お
け
る
彼
ら
の
思
想
は
大
正
期
か
ら
の
延
長
と
し
て
理
解

で
き
る
。「
昭
和
前
期
」
と
い
う
時
期
を
、
近
代
神
道
史
固
有
の
流

れ
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
大
正
期
と
「
昭
和
前

期
」
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
、
大
正
期
を
い
か
に
捉
え
る

の
か
と
い
う
こ
れ
ま
た
困
難
な
問
題
が
伴
う
。

　

無
い
物
ね
だ
り
で
あ
る
こ
と
は
十
分
承
知
し
て
い
る
が
、
近
現
代

の
神
道
を
め
ぐ
る
歴
史
は
、
当
該
期
の
日
本
の
精
神
史
全
体
の
流
れ

と
関
わ
る
、
む
し
ろ
そ
の
流
れ
を
最
も
端
的
に
体
現
す
る
も
の
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
以
上
、
近
代
神
道
の
歴
史
的
位
置
づ
け
は
、
本

書
に
限
ら
ず
、
当
該
分
野
共
通
の
課
題
と
し
て
受
け
止
め
て
い
く
べ

き
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
研
究
史
的
に
見
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
大
き
な
課
題
を
設
定

す
る
う
え
で
焦
点
と
な
る
の
は
や
は
り
「
国
家
神
道
」
と
い
う
概
念

だ
ろ
う
。
④
・
⑧
・
⑰
・
⑱
・
㉔
な
ど
が
直
接
言
及
あ
る
い
は
示
唆

す
る
よ
う
に
、
本
書
で
は
、
単
に
個
別
事
例
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
国

家
神
道
」
理
解
の
枠
組
み
と
密
接
に
関
わ
る
重
要
な
人
物
、
組
織
が

分
析
さ
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
論
文
の
多
く
は
「
国
家
神
道
」
概

念
に
触
れ
る
こ
と
な
く
個
別
実
証
に
徹
し
て
お
り
、
そ
の
他
に
し
て

も
、
明
確
に
「
国
家
神
道
」
概
念
を
否
定
す
る
⑧
以
外
は
、
あ
く
ま

で
先
行
研
究
整
理
の
一
環
と
し
て
「
国
家
神
道
」
概
念
に
言
及
す
る

も
の
の
、
自
己
の
最
終
的
判
断
は
保
留
す
る
と
い
う
傾
向
も
認
め
ら

れ
、
評
価
は
一
様
で
は
な
い
。
本
書
は
間
違
い
な
く
「
狭
義
の
国
家

神
道
」
論
か
ら
大
き
く
跳
躍
し
た
内
容
を
も
つ
が
、
具
体
的
に
「
広

義
の
国
家
神
道
」
論
と
の
「
境
界
線
」
を
見
定
め
て
、
一
定
の
全
体

像
や
見
取
り
図
を
提
示
す
る
段
階
に
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
一
足
と
び
に
そ
こ
ま
で
求
め
な
く
と
も
、
本
書
で
取
り

扱
わ
れ
て
い
る
人
物
は
個
人
レ
ベ
ル
を
こ
え
て
様
々
な
グ
ル
ー
プ
分

け
が
可
能
だ
ろ
う
。
例
え
ば
河
野
省
三
、
大
串
兎
代
夫
、
藤
澤
親
雄
、

萩
原
龍
夫
は
国
民
精
神
文
化
研
究
所
グ
ル
ー
プ
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、

そ
こ
に
何
ら
か
の
「
神
道
」
観
を
め
ぐ
る
共
通
理
解
あ
る
い
は
齟
齬

が
含
ま
れ
て
い
た
の
か
知
り
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
国
家
改
造

運
動
に
お
い
て
建
設
面
を
担
っ
た
（
期
待
さ
れ
た
）
と
い
う
点
で
、

世
代
の
開
き
は
あ
る
も
の
の
、
天
野
辰
夫
と
葦
津
珍
彦
は
同
じ
だ
し
、

そ
の
葦
津
が
師
事
し
た
今
泉
定
助
は
、
神
学
解
釈
の
う
え
で
星
野
輝
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興
と
対
立
し
、
天
野
・
葦
津
ら
に
よ
っ
て
神
典
擁
護
運
動
が
惹
起
さ

れ
る
。「
境
界
線
」
を
探
る
際
に
は
、
こ
れ
ら
組
織
や
運
動
に
関

わ
っ
た
個
人
の
思
想
史
的
研
究
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
組
織
・
運
動

の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
営
為
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

　

以
上
、
圧
倒
的
な
情
報
量
を
も
つ
本
書
が
提
示
す
る
新
た
な
解
釈
、

貴
重
な
示
唆
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ピ
ン
ト
の
ず
れ
た
評
、
単
な
る
無

い
物
ね
だ
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
点
に
つ
い
て
、
責
任
編
集
者
お
よ

び
執
筆
者
の
方
々
の
ご
寛
恕
を
請
う
次
第
で
あ
る
。

（
弘
文
堂
、
二
〇
一
六
年
二
月
、
Ａ
5
判
、
六
八
二
頁
、
八
五

〇
〇
円
＋
税
）（

神
戸
大
学
大
学
院
国
際
文
化
学
研
究
科
准
教
授
）


